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徳島県バレーボール協会中学校専門部バレーボール便り秋季５２号

三枝大地Ｕ１８女子日本代表監督を招いての講習会を実施！

１１月１０日（日）、藍住町民体育館において三枝大地さんによるバレーボール講習会

を実施します。たくさんの参加者が来て頂くようお願い申し上げます。

講習会の日程

   受      付 ８：００～ ９：００

                （参加費５００円を徴収させて頂きます）

指導者対象の講義  ９：００～１０：３０

実 技 指 導  １０：４０～１２：００

休      憩 １２：００～１３：００

実 技 指 導 １３：００～１６：００

※実技指導モデルチーム

・城南高校女子バレー部 ・中３ 徳島県選抜女子チーム ・中２ 強化練習会女子メンバー

※申込方法

・９月１８日（水）において、各学校へメールにて送信

・問い合わせ先 日下 翔（津田中学校）

講師プロフィール

 三枝 大地

  味の素ナショナルトレーニングセンター専任コーチングディレクター

  Ｕ１８女子日本代表監督 ※（公社）日本バレーボール協会のＨＰ参考

徳島県中学校新人バレーボール大会要項について

大会要項は、徳島県バレーボール協会では原則として抽選会の２週間前にホームページ

に掲載する方針で行っています。しかし、抽選会への出席するために早く詳細が知りたい

という要望を受け、９月早々に掲載させて頂きました。
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ＪＯＣジュニアオリンピックカップ都道府県対抗

中学バレーボール大会「新聞発表掲載順」について

新聞掲載順については、４月トライアウト申込をして頂いたときに担当者へ届いた順で

かつ選抜選手に選出した順を基本としていますのでご了承ください。

徳島県中学校バレーボールの軌跡

四国中学生バレーボール選抜優勝大会選考会誕生と現在

    高橋 利明

 １９８９年（平成元年），私は徳島県バレーボール協会に所属し，２年後中学校専門部

事務局（県副専門部長）になりました。当時の先生方から様々な意見や要求が私に集まり

ました。その中で１番多かったことは，「県大会を増やして欲しい」でした。私も同じこ

とを思っていました。特に，１１月に県中新人大会が開催され，その結果上位２チームが

四国中学生バレーボール教室に出場することに無理があると感じていたからです。「約５

ヶ月の間に強くなっていくチームもあるはず。それにもかかわらず，１１月の結果で出場

権が決まるのはおかしい。この期間に大会があればよいのではないか。」とつくづく思っ

ていました。

 しかし，１９９５年（平成７年）３月，善通寺市民体育館で第１回四国中学生バレーボ

ール選抜優勝大会が開催されることが決定していた前年８月に，３月の第１日曜日に出場

チームを決める試合を行うということが中学校専門部会及び県境会常務理事会で承認され

ました。しかし，県大会は年間３回までと文部省（現在の文部科学省）が定めていること

を知り，「四国大会に出場するチームについて試合をしながら決める会を開催する」とい

う口実で行うことにしました。そこで，その会の名称を『四国中学生バレーボール選抜優

勝大会選考会
、、、

』としました。また，このときの規定として，①大会ではないから「優勝旗」

はない。②「四国大会出場の第１推薦チーム・第２推薦チーム」ということで「優勝・準

優勝」という表現ではなく「１位・２位」とする。③第１回選考会は県中新人大会男女各

４チーム（ベスト４のチーム）とし，ベスト４で終わったチームにも四国大会に出場でき

る可能性を持たせました。

そして，１９９５年３月４日（日）徳島市立体育館第２競技場において，４チームによ

るリーグ戦が行われました。これによって，県新人大会で準決勝敗退した相生中学校女子

バレー部が２位となり，四国大会への出場権を得，しかも四国大会第１回優勝チームに上

り詰めました。

 少し話が戻りますが，１９９３年（平成５年）東四国国体が徳島県･香川県の両県で開催
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されました。徳島県は様々な方法で強化を図りました。その取り組みの一つが，中学校専

門部で始めた県新人大会の男女ベスト８のチーム（全１６チーム）を集めて，正月明けに

実施しました。【１９８８年（昭和６３年）と記憶しています。】しかし，全チームが集

まってはいませんでした。そのとき私は，「県を上げて強化を図らなければならないとき

に，どうして協力して参加しないのだろう」と思いました。確かに，各学校や部の都合も

あるだろうし，体調を崩している者もあるかもしれない，ライバルチームにチーム事情を

明らかにしたくないのかもしれないと，様々な考えが交差するなか，強化練習会は東四国

国体が終わるまで実施されました。

 当時，県中体連からいただく強化費は前期（４～８月）・後期（９～１月）に分けて，

前期･後期に強化のための活動をしなければ強化費を受け取ることができませんでした。前

期は，四国中総体・全中に向けて県中選手権大会・県中総体の上位チームに強化費を配当

し，その活動の報告書を提出するという形をとっていました。しかし，後期はなかなか強

化策を考えなければならないなかで，東四国国体に向けての強化練習会が行われるように

なったように思われます。

 その後１９９５年（平成７年）に県専門部長となりました。国体も終了し，東四国国体

のための強化という名目もなくなったため，新たな強化策を模索しなければならないと思

い，私は県中総体終了後に専門部会を開催しました。その強化策案として，「①指導者講

習会を行う。②強化練習会を開催する。」の２案を提案しました。私は，指導者講習会の

開催を望む意見が多いと期待していましたが，大多数の先生が強化練習会を希望しました。

私には，全チームが集まらなかった東四国国体のための強化練習会の二の舞になるのでは

ないかという懸念がありました。また，学校行事や校務を考えると，１日でスムーズに終

わらせなければならないなど様々な課題をクリアすることも考えなければなりませんでし

た。その結果，「①（さわやか杯・ＪＯＣカップがあるために）１２月の冬休み前に強化

練習会を開催する。②Ｂグループは県新人大会ベスト８のチームは試合形式でリーグ戦を

行い上位２チームは四国中学生バレーボール選抜優勝大会選考会に出場する権利を得る。

③Ａグループはベスト４のチームは練習試合形式のリーグ戦・１セット回しで２回行う。

練習会への参加により，四国中学生バレーボール選抜優勝大会選考会に出場する権利を得

る。」と規定しました。また，「強化練習会であるため県バレーボール協会強化委員会の

委員からアドバイスを受ける。」ことも規定に加えました。こうして，第２回四国中学生

バレーボール選抜優勝大会選考会が，２月下旬である２月２５日（日）羽ノ浦町国民体育

館で開催されました。

一方で「『強化練習会』というものの位置づけがよくわからない」という意見が出始め，

県中体連からの強化費も「前期・後期と分けて各競技に渡す」から「１年分を渡す」とい

う規定に変わったこともあり，『強化練習会』を存続させる必要もなくなりました。しか

し，このシステムを維持する姿勢を貫くことにしました。その大きな理由は，「常に緊張

感を持たせることによって強化が図れる」と考えたからです。そして，『徳島県中学校バ

レーボール強化練習会』は『四国中学生バレーボール選抜優勝大会第１次選考会』（１月
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上旬開催），『四国中学生バレーボール選抜優勝大会選考会』は『四国中学生バレーボー

ル選抜優勝大会選考会最終選考会』（２月上旬）へとマイナーチェンジしました。

 しかし，課題も出てきました。Ａグループに出場するチームのなかには，無気力な試合

を行い，さっさと帰ってしまうチームもありました。残念でなりませんでした。

 平成２３年度第１７回四国中学生バレーボール選抜優勝大会選考会からは，２日間連続

で試合を行い，これまでのスタイルとは大きく変わりました。尾関英知先生が案を出し，

それを修正したものでした。「男子は，県中新人大会ベスト８以内のチームで行う」「女

子は，県中新人大会ベスト８のチーム及び各郡市新人大会の結果を元に郡市別で県新人大

会に出場するチームの多い郡市にドント式で合計２４チームを選出する」というように，

出場枠を大きくすることにより，四国大会出場への再挑戦が多くのチームに可能になりま

した。

 これまで，１位となったチームには前述した通り，優勝旗や優勝杯はありませんでした。

四国総合大会（四国内で様々な大会で優勝したチームが集まって四国一を決める大会）が

終了したとき，優勝チームに渡される優勝トロフィー（持ち回り）をどうするかについて，

議論されたことがありました。私は，四国中学生バレーボール選抜優勝大会選考会の１位

チームに授与したいと思い，そのトロフィーを戴き選考会に活用する旨を発言しました。

しかし，トロフィー自体が大変大きく，乗用車に乗せることが難しいなどの理由から，戴

くことを断念しました。

 平成２７年度に徳島市中学校総合体育大会バレーボール競技の優勝旗が新しく新調され

ました。そこで，徳島市中学校体育連盟に費用について伺い，平成２８年度第２２回四国

中学生バレーボール選抜優勝大会選考会に優勝旗を寄贈する決意をしました。様々な備品

が必要となり，予想していた価格より高額になりました。

 購入した理由としては，選考会も２０回を超えてくると，大会ではなくとも，大会とし

て認知されるようになり，優勝旗があれば喜んでくれるだろう。そして，優勝旗は約３０

年くらいはもつだろうから，自分が生きている間は大事にしてもらえるだろう。という考

えでした。

現在，部活動に対して多くの課題が山積しています。その中には，簡単に解決できない

ようなこともあります。しかし，先生方はじめ協会役員の方々のご理解・ご協力により，

四国中学生バレーボール選抜優勝大会選考会が今後もあり続けることを願っています。


